
 

国際教養学部（小論文） 問題解説 
 
□■ 出題意図・評価方法・評価ポイント 

 

本問は、国際教養学部の主要な研究・教育領域である「教養」とはそもそも何かという問い

を題材とした論述問題である。 

我々が日常的に「教養」という言葉に込める具体的な意味合いから離れ、抽象化された「教

養」に関する議論を理解した上で、その「教養」が現在および将来の日本社会においてどのよ

うな役割を果たし、また、果たすべきかについて、自由で創造的な姿勢に基づき、自分の考え

を的確に表現できるかを総合的に問うものである。 

 

（１） 論説文の読解力と、基本的概念を正確に理解して記述する力を問う設問である。課題文

中で示された「教養」「現状」について、大正期から戦後にかけて日本社会で通用して

いた「教養」に対する一般的な見方が、1970 年代以降変化していったという筆者の主張

を的確に捉えて抽出し、簡潔に記述できているかを評価する。 

 

（２） 文章の読解力を前提に、当該箇所を整理して説明する力を問う設問である。課題文中で

引用された「絞首刑」の文章中にある具体的描写や、それに関する栗原の解説を引いた

筆者の説明を参照しつつ、自分の言葉で説明できているかを評価する。 

 

（３） 主体的に問題を発見する力や洞察力、そしてそれを論理的に記述する文章構成力を問う

設問である。デジタル化の進展が日本社会にもたらすと思われる正負の影響に触れた上

で、具体的な事例に言及しつつ、筆者が考える「教養」の果たす役割に関する自分の考

えを論理的に表現できているかを評価する。 

 
□■ 受験生へのメッセージ 

 

「教養」の基礎力のひとつとして、具体的な事象と抽象度が高い概念とを結び付けて、往還

して考えることができる能力が求められます。本学部で学ぶ人材には、どちらか一方だけでな

く、具体的な事象を見て、他の事象との相違や共通点を探り、概念として解釈できる力と、概

念を聞いて、その実社会への表れとして具体的な事象を想定できる力、両方を求めます。 

そのような力を養うには、広く社会に目を向けて様々な事象を知ろうとすることと、「それは

どういうことだろう」「なぜそうなるのだろう」と、常に問題意識と背後に潜むメカニズムに関

心を持って考えることが習慣的に必要です。 

 国際教養学部の多彩な専門分野を学ぶ下地として、広く社会に関心を持ち、積極的に物事を

調べ、考える習慣のある学生を歓迎します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


